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2020年 12月 

 

特認団体制度について（2021年度版） 

 

スチューデント・オフィス 

 

1. 特認団体制度について 

 

「特認団体制度」は自主活動団体として質の高い活動を継続的に行っている団体に対し、大学の支援を重

点的に行うことにより、その団体の活動の高度化・安定化を図り、また、自主活動団体のモデルとしてクラブ・サ

ークル全体を牽引し、その発展に寄与してもらうことを目的としています。 

「特認団体」は補助金の付与・大学施設備品の優先的予約、大学の積極的な広報等を受けることが可能と

なります。同時に、団体の活動のみでなく、特認団体として、全クラブ・サークルを統括し発展させていく活動

や、大学や社会に貢献する活動を積極的に行っていくことも求められます。 

 

2. 特認団体の要件 

以下の要件をすべて満たしている団体。 

 「学生団体の基本活動理念」と「本学において重点的に支援を行う自主活動」について理解し、実践してい

る団体。 

 

学生団体の基本活動理念 

 

 国際相互理解 

APUの理念である国際相互理解を貫く観点から、複数の国・地域出身の学生によって構成されること 

 民主的な活動運営 

民主的原則に基づきルールを定め、団体運営を行うこと 

 大学の自治と学問・研究の自由を脅かす暴力行為禁止 

APUは学生一人ひとりの学問・研究の自由を尊重し、キャンパス内外で人間的な成長を達成できる環境を学生

と共に創造する。したがって、大学の存立の基盤である学問・研究の自由を脅かす暴力行為は一切認めない。 

 

. 
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本学において重点的に支援を行う自主活動 

 

① 国際社会で活躍するための異文化受容力・協働力を、実践により身につけることのできる活動 

② 正課で身につけた学びを意識し、自ら選んだ活動にて、試行錯誤を重ね、実践に活かす力を養うことのでき

る活動 

③ 国際社会・地域社会・APUコミュニティーと積極的に繋がり、他者から学び、貢献している活動 

④ 「世界を変える」「社会人」になるための準備として、自ら選んだ活動を目標達成に向けて自立的に着実に遂

行する力、また、活動への参加を通して自省をし、自律的に成長をし続ける力を身に付ける   

 

 「活動実績・組織力」、「国際相互理解」、「社会貢献」について、以下の要件を満たしている団体。 

＜活動実績/組織力＞ 

 大学への登録が 2年以上継続されており、活動を 5年以上実施している。 

 メンバーが少なくとも 10名から構成されている。 

 各分野において以下の活動の実績があり、組織として活動を継続できる。 

【スポーツ系】 学生連盟に加盟し、公式大会に積極的に参加している。 

又、県大会以上の大会に出場している。 

【文化芸術系】定期演奏会など催物・発表の場を定期的に設けている 

【学術・ボランティア系】 定期的に学術活動をし、発表の場を定期的に設けている。 

 

 活動に必要な手続を遅滞無く行い、組織として自律的に継承ができる団体。 

 団体内で継承すべき書類： 

① 組織運営の規則（団体の目的・代表選出・議決の方法など） 

② スチューデント・オフィスへ提出する書類一式  

③ 団体における主要な会議の議事録 

 書類保存期間： 

 5年 

 新規に応募する団体については 3年分の書類(応募年度も含め)が保存されている。 

 特認団体会議の活動へ主体的に組織として参加が出来る団体 

 顧問を付している（または、特認団体として活動するまでに顧問を見つけることができる） 

 

＜国際相互理解＞ 

 「ひとつの国・地域のメンバーが 3分の 2以内」もしくは、「国際相互理解に繋がる活動を実施し

ている」。   
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 団体の広報や運営が日・英の両言語で行われるなど、国・地域や言語基準に係らず、誰でも入会

でき、共に活動できるための工夫を、高いレベルで行っている。 

＜社会貢献＞ 

 地域社会や国際社会に貢献する活動を団体として積極的に行っている。 

 APUに貢献するという意識を常に持ち、大学が参加を求める活動・行事・研修に参加する。 

 自主活動運営の模範となり、本学の自主活動団体全体をまとめ、発展させていく役割を担える。 

 

3. 特認団体への支援 

 大学の学生施設・備品の優先的利用 

＜年間固定予約＞ 

 学生施設について、曜日・時限を指定し、年間を通して使うことができます。 

基準：週 1回 4限分まで （課外活動団体の利用が多い水曜日は 2限分迄とする） 

 3月に、次年度（4月～翌年 3月まで）の年間固定予約について予約をします。 

 予約をしても使用をしていない場合は、予約を取り消します。 

 年間固定予約に加え、全クラブ・サークル対象のクォーター固定予約もすることができます。 

＜学生執務室の利用＞ 

 学生執務室を優先的に利用することができます（要申請）。 

 

 補助金の付与 

 最大 50万円迄（年度毎、前年度活動実績をもとに各団体の上限額を決定）。 

 各補助項目の 3分の 2を補助します（例：会場費 15万円の場合、10万円を補助）。 

 申請をし、審査で認められた内容について補助されます。 

 報告書・領収書など必要書類の提出をもって補助金が支払われます。 

 

 大学広報の優先的取扱 

 大学のウェブサイトや広報物において、大学は特認団体を優先し広報をします。 

 特認団体専用の掲示板を利用し、団体の広報をすることができます。 

 

 顧問制度の利用 

 特認団体には顧問を付します。より安全に、質の高い、安定的な活動をすることに加え、活動内

容や団体運営が適切であるか、学生としての行動に逸脱がないかなどについて、顧問の指導・

助言を受けることにより、学び成長する機会とすることを目的とします。 

 その他 

 学外の課外活動団体奨学金に出願する際、優先的に大学の推薦を得ることができます。 
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 学内・学外の企画・行事の出場に対し、大学が優先的に推薦をします。 

 大学の実施する研修を優先的に受けたり、大学職員と活動の相談をしたりする中で、課外活

動を通した学びや自己成長を実感し、伸張させることができます。 

 

4. 特認団体の責務 

 大学で定められた手続き・書類提出を遅滞なく行うこと。 

 活動報告書（年 2回） 

 会計報告書（年度末） 

 特認団体会議報告書（月１回・特認団体全体でひとつ） 

 その他、大学で定められた書類・手続き全て 

※提出された書類は原則的に全て公開します。 

 全クラブ・サークルを統括する役目を担うこと。 

 施設調整会の運営 

 一斉清掃活動の運営補助 

 新入生歓迎イベントの企画・運営 

 その他、特認団体として必要だと思われる活動 

 大学が定めた企画や研修、報告会へ参加をすること。 

 全特認団体対象：安全対策研修（年 1回）・リーダーシップ研修（年１回～）、特認団体年度末

報告会など  

 指定された団体対象：入学式・卒業式・天空祭・カルチャーワゴンキャンプなど 

 特認団体会議の活動を団体として全うできること。 

 顧問に定期的に連絡・相談・報告を行うこと。 

 徹底した安全対策を考え、実行すること。 

 

5. 特認団体の新規承認・継続審査 

＜新規承認審査＞ 

 審査方法 

(1) 1次審査：書類審査 

詳細は下記７の申請情報を参照のこと。 

(2) 2次審査：面接 

 審査基準 

上記の特認団体要件を満たしていること。また、特認団体としての責務を果たし、他団体のモデル

となりうる質の高い活動を継続して行うことが見込まれる団体であること。 

＜継続要件・継続承認審査＞ 

  以下の内容をもって特認団体の継続審査を行います。 
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 公開活動報告会 

(1) 時期：1月 

(2) 対象：全特認団体 

(3) その他：教員（学生委員）・大学職員が同席し、活動の高度化に向けてのフィードバックをしま

す。 

 書類審査 

(1) 時期：年度末の継続審査時 

(2) 対象：全特認団体 

(3) 提出書類：特認団体用の活動報告書・会計報告書 

(4) その他：提出前に顧問の承認が必要。 

 面談 

(1) 時期：１月～３月 

(2) 対象：毎年、全ての特認団体 

 顧問へのヒアリング 

特認団体として、定期的に顧問への連絡・相談・報告を行い、顧問からの指導・助言を受け、団体

および各メンバーの学びや成長の機会とすることができているか、学生部執行部（教員役職者を含

む）からの顧問へのヒアリングにより確認をします。 

 降格 

特認団体として活動が着実にできていない場合、年度末を待たず、降格となる場合があります。 

 その他 

各団体の代表が交代する際には、スチューデント・オフィスと新・旧の代表と副代表で面談をします。 

 

6. 2021年度特認団体審査スケジュール 

12月中                       顧問へのヒアリング実施 

12月 23日（水） 5限   特認団体制度説明会 

12月 23日（水）～1月 22日（金）16：30 新規・既存特認団体 申請受付 

12月 23日（水）～1月 22日（金）16：30 新規・既存特認団体 2021年度 補助金申請受付 

1月 25日（金）     面接日時通知 

2月 1日（月）～2月 12日（金）   面接（暫定） 

3月 12日（金）      結果発表 

4月 7日（水） 5限を予定   特認団体説明会 

 

7. 特認団体申請情報  

 提出書類 

＜既存の特認団体＞ 

① 申請書（オンライン） 
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申請システム： 「団体登録情報変更」 → 「特認団体申請」 

 申請後、顧問に内容について説明をすること。その上で、申請システム上での閲覧を依頼し、「既読」

状態にすること（「確認」をクリックしてもらう）、また、「コメント」を入れることをお願いすること。顧問

のコメント入力まで締切内に済ませること。 

② メンバーリスト 

 申請システムの「団体登録情報変更」→「メンバーリスト」にて最新の状態になっているものを、 

上記①に反映させてください。 

③ 組織運営の規則 

 団体の目的・代表選出・議決の方法などが明文化されたもの。 

 自由形式、上記①に添付。 

④  当該年度の活動の内容がわかる文書等 

 新聞記事・ホームページ・会議の議事録など。申請システムに提出したものは除く。 

 上記①に添付。 

  

＜新たに特認団体へ応募する登録団体＞ 

上記①～④を申請システムで提出し、それに加え、以下の書類をファイルに綴じ、スチューデント・オフィスの

窓口へ提出すること。 

 

⑤ 顧問または顧問候補者からの推薦書 (自由形式) 

 顧問または顧問候補者の所属・肩書き・連絡先・氏名・署名または捺印が必要です。 

 

以下、⑥～⑧については、団体設立以来、大学に提出した書類の複写（コピー）を提出すること。 

設立以来の文書が全てない場合、最低でも 3年分の文書（本年度を含め）の提出が必要です。 

⑥ 活動報告書  

⑦ 会計報告書 

⑧ 各種申請書  

 

 締切：2021年 1月 22日（金）16時 30分 

 注意事項：書類は返却しません。また、一度提出した書類は差し替えることができません。 

 

8. 特認団体承認審査方法 

(1) 継続 

① 活動報告会での各団体からのプレゼンテーションで質疑応答を行い、審査を実施する。 

② 審査は学生委員の２名が行う 

(2) 新規 

① 『特認団体としてどのような活動をしたいか』というテーマでプレゼンを行い、審査を実施する。 

② 審査は学生委員の２名が行う 
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9. 2021年度補助金申請 

 基本情報・評価指標について→添付参照 

 補助金申請手続 

申請システム 「補助金申請」→「年間補助金申請」 

 過去の使用実績や見積に基づき、費用の詳細を具体的に説明すること（備考欄に詳細を記入）。 

 補助の必要性や効果について熟慮のうえ、具体的に説明をすること「団体や団体のメンバーの負担減」

という事由のみの申請は却下します。 

 提出後、加筆・修正はできません。 

 申請終了後、学生委員会で補助対象・補助額が決定されます。 

 締切：2021年 1月 22日（金）16時 30分 


